
特
別
支
援
教
育

質
問　

農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

極
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
「
国
は
農

家
に
死
ね
と
言
う
の
か
」
「
将
来
展
望
が

持
て
な
い
」
と
悲
痛
な
農
家
の
声
で
あ
る
。

本
市
の
農
業
に
つ
い
て
の
市
長
の
現
状
認

識
は
。
ま
た
、
農
業
振
興
の
た
め
の
市
長

の
プ
ラ
ン
は
。

答
弁　

高
齢
化
や
経
営
規
模
が
小
さ
い
農

家
も
多
数
存
在
し
、
今
後
、
作
業
的
に
も

経
営
的
に
も
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
と
予

想
さ
れ
、
集
落
営
農
の
推
進
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
い
ず
れ
、
毎
年

の
よ
う
に
下
落
す
る
米
価
や
米
の
概
算
金

方
式
へ
の
移
行
な
ど
で
、
厳
し
い
経
営
状

況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
農

業
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
多
面
的
機
能
を

生
か
し
た
夢
プ
ラ
ン
が
あ
っ
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
、
一
例
と
し

て
、
高
齢
者
が
余
暇
を
利
用
し
て
耕
作
放

棄
地
に
野
菜
等
を
栽
培
す
れ
ば
、
健
康
づ

く
り
や
生
き
が
い
対
策
に
な
り
、
農
地
の

荒
廃
を
防
ぐ
こ
と
や
環
境
対
策
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

質
問　

学
習
障
害
、
注
意
欠
陥
・
多
動
性

障
害
、
高
機
能
自
閉
症
な
ど
の
児
童
生
徒

へ
の
教
育
的
対
応
に
関
す
る
要
望
が
高
ま

っ
て
い
る
。
通
常
学
級
に
在
籍
す
る
特
別

支
援
教
育
が
必
要
な
児
童
生
徒
が
い
る
。

学
校
数
及
び
そ
の
人
数
は
。
校
内
の
支
援

体
制
と
支
援
員
の
配
置
状
況
は
。

答
弁　

特
別
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
は

8
小
学
校
18
名
と
な
っ
て
い
る
。
支
援
員

は
、
当
該
児
童
の
学
校
で
の
日
常
生
活
動

作
の
介
助
を
行
っ
た
り
学
習
活
動
上
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
た
り
す
る
た
め
に
、
8
小

学
校
に
8
名
の
非
常
勤
職
員
を
配
置
し
て

い
る
。
校
内
の
支
援
体
制
は
、
学
校
で
は

特
別
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
の
実
態
把

握
等
を
行
う
た
め
に
校
内
委
員
会
を
設
置

す
る
と
と
も
に
、
連
絡
調
整
等
を
行
う
特

別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
教
員

の
中
か
ら
校
長
が
指
名
し
て
い
る
。
ま
た
、

特
別
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
一
人
一
人

に
つ
い
て
、
個
別
の
指
導
計
画
を
作
成
し
、

全
校
体
制
で
個
々
の
児
童
生
徒
の
状
況
に

応
じ
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

9
月
17
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
の
豪
雨
災

害
は
能
代
市
に
も
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
し
、

市
民
生
活
に
も
影
響
が
出
ま
し
た
。

　

罹
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
で
は
、
17
日
午
後
10
時
40
分
に
﹁
能
代

市
豪
雨
災
害
対
策
本
部
﹂
を
設
置
し
、
避
難

勧
告
や
避
難
指
示
を
発
令
す
る
と
と
も
に
、

避
難
さ
れ
た
方
へ
の
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。

ま
た
、
水
が
引
い
た
19
日
か
ら
は
、
家
屋
の

消
毒
、
し
尿
の
く
み
取
り
、
災
害
ご
み
の
収

集
等
復
旧
に
向
け
た
対
応
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

市
議
会
関
係
の
動
き
と
し
て
は
、
10
月
2

日
に
災
害
に
つ
い
て
の
総
務
企
画
委
員
等
へ

の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
局
か
ら
、

災
害
の
経
過
、
被
災
状
況
と
そ
の
対
応
及
び

被
災
者
へ
の
見
舞
金
、
市
税
、
保
険
料
等
の

減
免
等
も
含
め
て
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
議
員
か
ら
、
災
害
情

報
の
伝
達
、
災
害
時
の
本
庁
と
地
域
局
の
連

絡
体
制
、
避
難
者
へ
の
対
応
、
国
県
へ
の
支

援
要
請
等
に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
、
当
局

か
ら
、
地
域
住
民
へ
の
避
難
勧
告
や
避
難
指

示
の
ほ
か
避
難
所
に
避
難
さ
れ
た
人
へ
の
状

況
周
知
な
ど
、
そ
の
時
点
、
時
点
で
、
で
き

る
限
り
適
切
な
情
報
伝
達
に
努
め
た
が
、
状

況
の
変
化
が
早
く
、
十
分
で
な
い
部
分
も

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
が
、
被
災

者
生
活
再
建
支
援
法
の
適
用
や
激
甚
災
害
指

定
な
ど
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
特
別
交
付

税
の
確
実
な
交
付
も
含
め
て
今
後
も
国
に
対

し
て
支
援
要
請
し
て
い
く
、
な
ど
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
議
員
か
ら
、

増
水
と
ダ
ム
放
流
の
関
係
、
関
係
機
関
と
の

情
報
共
有
、
住
民
へ
の
情
報
伝
達
や
議
員
へ

の
情
報
提
供
の
あ
り
方
、
避
難
し
た
住
民
へ

の
対
応
な
ど
、
今
回
の
経
過
を
十
分
分
析
し

て
、
今
後
の
災
害
対
応
、
防
災
計
画
に
生
か

し
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
10
月
10
日
に
は
、
県
北
4
市
で
構

成
す
る
﹁
秋
田
県
北
部
市
議
会
連
絡
協
議

会
﹂
と
4
市
市
長
と
の
合
同
で
、
今
回
の
豪

雨
災
害
を
激
甚
災
害
に
指
定
し
て
い
た
だ
く

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
国
や
秋
田
県
選
出
国

会
議
員
に
対
し
て
緊
急
の
要
望
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。

豪
雨
災
害
と
国
等
へ
の
要
望

災害があった
二ツ井町小繁地区

中央省庁にて
　　要望活動

（きみまち阪付近） ▼

▼
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の しろ市議会だより

今
野
議
員
の
そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
本
定
例
会
初
日
の
市
長
説
明

◦
地
域
資
源
を
利
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

◦
市
営
陸
上
競
技
場

今野　清孝
（市民の声）

農
業
に
つ
い
て


